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鶴の恩返し 

「ミャンマーは佛教国です。今の日

本人に失われつつある“仏の心”“道

徳心”を呼び戻してくれる」と、皆好

会理事長中尾作蔵氏は言う。氏は永年

ミャンマーへの恩返しの気持ちで、個

人的に酪農支援、日本人墓地・メクテ

ーラで世界平和寺院の建立や寄付な

どの活動を行ってきた。現在、志を同

じくする仲間と 2005年 1月に NPO法

人の認証を受けて、ミャンマーへの農

業支援としてピン・ウー・リン市郊外

に150本梅の木を植林、梅干や梅酒の

製造が期待されるようになった。 

ティンミャンマー日本語専門学校 

は2001年設立されたミャンマー政府 

公認の学校で、KSCの講師として2002

年から3年間、ミャンマー

問題の講座を担当された

ティン･エイ･エイコ先生

が校長を務め、ミャンマー

と日本の架け橋になる人

材を育成している。 

皆好会は日本語教材、英

語辞典に寄贈や日本語ボ

ランティァ講師を募集し

て派遣をしている。中尾理

事長はピン・ウー・リン市 

に交流会館を建設して日本ミャンマ

ーの交流の場を提供している。 

建学の精神で活動の継続 

 2004年 10月グループ学習でミャン

マーを旅した私たちは、2006年2月に

新たなメンバーを加えて再び研修旅

行を行なった。 

 研修目的は福祉に主眼をおいた。

NPO法人 グループ わ に英語点字ク

ラブがあり、点字本を作成している。

今回もその点字本を持参してヤンゴ

ンとピン・ウー・リンの盲学校に寄贈

した。ピン・ウー・リンの盲学校では

女学生が早速、英語点字本を朗読した

と聞いて私たちの目頭が熱くなった。 

戦争中激戦地だったタウンジーの

孤児院を現地旅行社の紹介で訪問し

た。クリスチャンで独身の３姉妹（長

女 2006年現在 74才）が 37年前に設

立したと、長女の Daw Gyi院長がい

われた。院長は3歳の (次頁に続く) 

 

ビルマを通じる援蒋ルート（蒋介石

軍に軍事物資を運ぶ道路）を切断して

日中戦争を有利に進めようとはじめ

たビルマ戦線も、制空権を奪われてい

た。大本営は 1944年 3月インパール

作戦を発動した。インパールを3ヶ月

で奪還せよとの命令に対し、20日分の

弾薬と食料を与えられただけだった。

兵士は飢えと戦いながら英軍と戦っ

た。同年7月インパール作戦は中止さ

れ、撤退作戦と称された敗走がはじま

った。英軍の追及、飢えとの戦い、マ

ラリヤなどで兵士は倒れた。インパー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ル作戦での戦･病･餓死者は137,000名

（丸山静雄著・インパール作戦従軍

記）に上った。ビルマ戦線では 18万

人以上が戦死している。この敗走中の

兵士が傷つき、病で倒れているところ

をビルマ人に命を救われている。中に

はビルマ人が命がけで日本兵を助け

出し水や、食料を与え一命を取り止め

ることができた。そして多くの兵士が

再び日本の土を踏むことができた。 

神戸の乳業メーカー共進牛乳の前

会長中尾作蔵氏も命を救ってもらっ

た1人だ。そして現在NPO法人を立ち

上げ恩返しの活動を続けている。戦争

中、激戦地だったサガインの僧立病院

で活躍する吉岡秀人医師は訪問時に

次のように語った。「戦没者慰霊団か

ら、今から半世紀前サガインは激戦地

で多くの敗残兵がビルマの人たちに

命を助けられた」。この話を聞きサガ

インを活動の拠点としたと話された。

 
国際交流を求めて３０００里    国９- 国 北山 秀俊 

はじめに 

9期は 2005年 3月に卒業した。神

戸市シルバーカレッジ（KSC）は、3

年になるとテーマを決めてグループ

を組み、1年間グループメイトと学習

に励み、その成果をレポートに纏める

ことになる。 

国際9期は2年生後半からテーマの

決定とグループ編成に取り組み、3月

にはテーマごとのグループの編成が

できあがった。 

私は KSCに入学の前年の 2001年に

NGO団体「神戸ミャンマー皆好会」に

加入していたので、ミャンマーをテー

マにしたいと思い、「もっと知りたい

ミャンマー」をテーマに掲げて呼びか

けたところ、7名でグループ編成がで

きた。そしてテーマを「もっと知りた

いパゴダの国ミャンマー」 副題を

「交流求めて三千里」と決めました。

このレポートは共進牛乳の好意で冊

子にもしているので、お読み頂ければ

幸いです。 

グループメイトは学習中に NPO法

人となった「神戸ミャンマー皆好会」

に会員として加入して学習をしてき

たことや、その後国際9期から女性も

加わり、現在 11名が皆好会の会員と

して活動をしている。 

2004年10月にグループ学習でミャ

ンマー研修旅行を行なったのに続き、

今年(2006年)2月に新たなメンバーを

加え「わ」の一員として再度研修旅行

を行い、福祉施設訪問、戦没者慰霊碑

参拝、農民や日本語学校学生との交流

など現地に接した学習を行うことが

できた。 

なぜミャンマーなのか 

1941（昭和16）年12月8日未明、

日本は真珠湾を奇襲して米艦隊に大

打撃を与え、マレー半島沖海戦では英

極東艦隊を撃滅したが、それもつかの

間、1942年6月にはミッドウエー海戦

で日本海軍が大敗して。1943年には太

平洋上の島々まではことごとく敗北

していた。 

 
2004年10月戦没者慰霊碑参拝（サガイン・ヒル） 


